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背景・目的

近年，公共スペースにおいて，市民がボランテイア

として行政と連携して維持・管理する活動の一つにア

ダプト・プログラムがある。アダプト・プログラムとは，

地域住民が公園や街路緑地などの公共空間を「アダプ

ト(養子)Jに見立て，清掃や植栽の管理などの美化活

動を住民ボランティアに自主的に実施してもらうシス

テムのことである(大久保.20∞)0 (社)食品容器環

境美化協会 (2010)の調査によると，全国でアダプト・

プログラムを取り入れている自治体数は4∞を超えて

おり，そのうち花壇管理などの園芸ボランテイア活動

を行っている自治体は半数にのぼるという。全国各地

で行われている園芸ボランテイア活動は，公園や街路

で行われる清掃ボランティア活動と同様に地域の景観

向上などに貢献するが，公園花壇や街路空間を美しい

草花で飾ることは，季節感を創出し，より快適な生活

環境の創造に貢献するものといえる。さらに，花や緑

で飾られたまちなみは単に美しいだけでなく，治安の

よさをも感じられ，安全なまちづくりにもつながる(山・

津登，加08)。また.Lewis (1996)によると地域住民

協働による活動は，住民同士で目標を共有でき，コミュ

ニケーションの広がりなどの効果を生み出すととも

に，地域コミュニティの形成にも寄与しているという。

住民ボランティアによる公共空間の管理に関する既

存研究は多く，都市公園において住民による管理活動

の起きた背景を明らかにした金子・内山(1983)の研

究，公園花壇の存在がボランテイア団体の活動を活性

化させ，地域住民を管理活動にひきつける働きのある

ことを明らかにした岩村・横張 (2001)の研究，住民

協働によるボランティア活動は住民同士の交流の活性

化につながると述べた篠田ら (2∞7)の研究，緑道管
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理におけるボランテイア活動について，地域活動に対

し住民が主体的に取り組むことが重要だと述べた駒

田・渡辺 (2006)の研究，園芸によるまちづくりの盛

んな関西地方の事例を基に，東京都多摩地区における

園芸ボランテイア活動のあり方を考察した山・揮登

(2008. 2009. 2010)の研究などがある。

市民活動が活発といわれる関東地方では，アダプト・

プログラムを導入している自治体数が最も多く，神奈

川県では13市・町でアダプト・プログラムが実施さ

れている((社)食品容器環境美化協会.2010)。その

中の l都市である厚木市では. ["さわやかな環境配慮

型地域づくり，心やすらぐ居住環境づくりJに取り組
んでおり(厚木市.2010). その一環として，公園花

壇における園芸ボランテイア活動「花未来事業」を平

成15年度から展開している。厚木市に対する聞き取

りによると，事業展開当初.12団体で始まったこの

事業も，平成20年4月現在では実施団体数も47団体

にまで増加している。団体数が増加した背景には，厚

木市による「花未来事業」の積極的な広報活動が効果

をあげているものと考えられる。本事業の特筆すべき

点として，事業の展開されてきた5年間で事業から脱

退した団体の一つもみられないことがあげられる。こ

のことから，始まって間もない事業であるとはいえ，

成功をおさめている一事例といえる。

そこで本研究では，展開されて6年目の園芸ボラン

テイア活動「花未来事業」に参加している住民ボラン

テイアの参加目的や満足感などの意識を調査し，厚木

市における園芸ボランテイア活動の実態を明らかにす

ることを目的とした。

1.調査概要

1)調査対象

研究の方法

本調査は，まず神奈川県厚木市の園芸ボランティア



Table 1. Outline of the citizen groups and the survey. 
第1表.参加グループおよび調査概要.

グループ名 公園名

林向田公園お花クラブ 向田公園

ペスタ口ッチの会 大谷公園

まっかげお花クラブ まっかげ台中公園

うぐいす 若宮公園(梅林)

泉町をきれいにする会 小田急高架下公園

愛甲原花の会 愛甲たかみ公園

ふれあいくらぶ 岡田南公園

野菊の会フラワークラブ 鳶尾峰公園

木売場自治会 下河原コミュニティパーク

ボランティアサークル花の会 戸室しみず公園

愛名団地会
愛名第一公園
愛名第二公園

花のボランティア 鳶尾緑地

花壇グループ 長谷はら公園

美しき地球号 坂上公園

王子2丁目花の会 王子公園

森の里花咲クラブ 若宮公園
(フラワーガーデン)

そりだハイツシニアクラブ そりだ公園

すずらん会 厚木公園

やよいフラワー 鳶尾弥生公園

森の里長寿会
くりの実公園
水の輪公園

パークハイツ本厚木 船子宮の里公園

鳶尾西公園 青空子ども会

Smile罰owers 北ヶ谷西公園

活動「花未来事業」に参加している47グループ(平

成20年4月現在)のうち，活動期間 l年以上の43グルー

プに対し厚木市公園緑地課を通じて本調査への協力

依頼を郵送した。その結果，調査への協力の得られた

23グルーフ。の参加者を本調査の対象と設定した。

2)園芸ボランティア活動「花未来事業Jの概要
神奈川県厚木市のアダプト・プログラムは「花未来

事業」という名称で，市内の地区公園，街区公園にお

いて各地域の住民グループによって園芸ボランテイア

活動が展聞きている。「花未来事業」の実施要領によ

ると，この事業は，厚木市の各地域に存在する都市公

園の一部を花壇として市民に開放し日常の管理を委

託するものであり，公園施設での草花の植付け・育成

管理を住民グループに任せて，地域の公園施設を市民

にとってより身近なものとし公園施設に対する市民

の意識向上を図ることを目的としている。「花未来事

公園の種別
活動 アンケートの
"/1¥ー数(n) 調査実施日 有効回答数(枚)

街区公園 13 4月19日 12 

街区公園 13 5月1B 9 

街区公箇 10 5月2日 10 

地区公園 12 5月6日 11 

街区公園 9 5月9呂 7 

街区公園 3 5月9B 3 

街区公園 16 5月10B 10 

街区公園 4 5月12B 4 

コミュニティパーク 11 5月18白 9 

街区公園 7 5月25日 5 

街区公園 9 5月26日 8 

市有地 8 5月28日 6 

街区公園 10 6月1日 9 

街区公園 3 6月1日 3 

街区公園 6 6月2日 6 

地区公園 11 6月4日 10 

街区公園 7 6月13日 7 

街区公園 6 6月15日 6 

街区公園 10 6月18日 10 

街区公園 23 6月19日 23 

街区公園 3 8月5日 2 

街区公園 7 10月11日 5 

街区公園 3 10月18日 3 

業」参加者に委託されている活動内容は，草花の播種，

苗の植え付け，除草，水撒，施肥などの公園花壇の維

持・管理作業である。花壇に植え付けるための草花の

種子・苗や，肥料等の園芸資材は厚木市から各グルー

プに提供される。

2.調査方法

本調査では，上記23グループの参加者に対しアン

ケート調査を行った。また，花壇の維持・管理活動を

実地に体験するため，協力の得られた23グループの

定常活動に参加しグループの活動内容などについて

グループ代表者に聞き取りを行った。調査は2008年

4月19日から同年10月18日にかけて行われた。調査

用紙は，各グループの花植え活動に参加した際に活動

終了後に配布しその場で記入してもらい回収した。

グルーフ。代表者への聞き取りによって把握できた23
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Table 2. Contents of the questionnaire. 
第2表.アンケー卜調査の設問内容.

質問内容 詳細

・園芸に関する目的(園芸を楽しみたい，園芸の知識や技術を活かしたい，園芸

技術・知識を学びたい)

活動に参加した目的
(12選択肢から複数回答)

-個人的な目的(体を動かしたい，余暇を有意義に使いたい，健康を維持・増進

したい)
・地域・社会に関する目的(景観を向上したい，人間関係の輸を広げたい，地域
の連帯感を強めたい)

・そのfi!l( ) 

活動における満足度

・園芸に関する目的(園芸を楽しむことができた，園芸の知識や技術を活かすこ
とができた，園芸技術・知識を学ぶことができた)

(rその他Jの項目を除いた参加目的11項目に対し，
強くそう思う~全くそう思わないの5段階)

-個人的な目的(体を動かすことができた，余暇を有意義に使うことができた，

健康を維持・増進できた)
・地域・社会に関する目的(景観を向上することができた，人間関係の輸を広げ
ることができた，地域の連帯感を強めることができた)

5段階(強くそう思う~全くそう恩わない)
活動継続に対する意識
(今後もこの活動を継続していきたいですかワ)

参加者が捉えた，活動に対する地域
住民の反応 (8選択肢から複数回答)

公園を訪れる人が増えた，活動中に声をかけられるようになった，地域(公園)
のゴミが減った，地域や公園に関心を持つ人が増えた，植物や環境について話題
がでるようになった，活動が地域の話題にのぼるようになった，特になし，その
他( ) 

活動が継続されるための条件
(10選択肢から複数回答)

閣芸に興味があるメンバーが多い，園芸の知識や技術を持っているメンバーが多
い，園芸の新しい知識や技術を習得できる，メンバ一同士の交流を持つことがで
きる，気軽に参加・活動できる形態，活動場所(公園)の確保，周りの評価，市
の支援(簡や肥料などの資材や活動費など)，特になし，その他( ) 

属性

グループの概要を第1表に アンケート調査の主な設

問内容を第2表に示す。

結果および考察

1.調査対象者の属性

調査対象者の概要は，第3表に示すとおりである。

性別では女性60%，男性40%と女性優位であった。

年齢層では， 60歳代 (41%)が最も多く，次いで70

歳以上 (30%)，50歳代 (16%) という順であり，参

加者の7割以上を 60歳以上の高齢者が占めていた。

職業では，主婦 (38%)，退職者・無職 (37%)が約

7割であったことから，参加者は子育てを終えた主婦

層や定年退職を迎えた人々など，時間的に自由度の高

い者で構成されているといえる。活動歴では， 4年以
上 5年未満 (32%)で最も回答率が高く，次いで、5年

以上 (27%)の順であった。

2.活動における参加目的

杉尾(1998)はクライストチャーチにおける私有地

緑化の実態を調査しその中で市民らは緑化の動機と

して，植物への興味や自身のリラックスすることより

も，まちの景観美化を多く挙げていたと報告している O

では，実際に厚木市の参加者がどのような目的で活

動に参加しているのかみてみると，アンケートで最も

回答の多かった項目は「地域(公園)の景観向上・美

化に貢献したいJ(67%) 次いで「人間関係の輸を広
げたいJ(53%)， r人々に公園を楽しんで、もらいたいj

11 
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Table 3. General characteristics of respondents. 
第3表.回答者の属性.

属性 項目 回答者数(n) 割合(%)

性別
女性 106 60 

男性 72 40 

20歳未満 4 2 

20代

30代 8 5 

年齢 40代 9 5 

50代 29 16 

60代 73 41 

70歳以上 54 30 

会社員 18 10 

契約・派遣・パート 12 7 

主婦 67 38 

職業 自営業 7 4 

学生 4 2 

無職 66 37 

その他 4 2 

1年未満 21 12 

1年以上2年未満 18 10 

活動歴
2年以上3年未満 22 12 

3年以上4年未満 13 7 

4年以上5年未満 56 32 

5年以上 48 27 

(51 %)， r地域を明るくし防犯に役立てたいJ(50%) 
などであった。一方.r健康を維持・増進したいJ(16%)， 
「新しい園芸の知識・技術を学びたいJ(15%に「余暇
を有意義に使いたいJ(15%)， r園芸の知識・技術を
活かしたい」などの個人的な目的に対する回答率は低

かった(第 l図)。

このことから，杉尾 (1998)の研究結果と同様に，



地域(公園)の景観向上・美化に貢献したい

人間関係の輪を広げたい

人々に公園を楽しんでもらいたい

地域を明るくし防犯に役立てたい

園芸を楽しみたい

地域の連帯感を強めたい

体を動かしたい

健康を維持・増進したい

余暇を有意義に使いたい

園芸の新しい知識・技術を習得したい

園芸の知識・技術を活力、したい

その他

67 
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Fig. 1. Purposes for participating in the activity : multiple answer (n=1 78). 

第 1図.活動に参加した目的:複数回答 (n=178)

人間関係の輪を広げることができた

地域(公園)の景観向上・美化に貢献できた

人々に公園を楽しんでもらえた

園芸を楽しむことができた

地域の連帯感を強めることができた

体を動かすことができた

地域を明るくし，防犯に役立つた

余暇を有意義に使うことができた

健康の維持・増進できた

閤芸の新しい知識・技術を習得できた

園芸の知識技術を活かすことができた

O 50 75 
割合(%)

100 25 

.強くそう思う そう思う どちらともいえない繊あまり恩わない議全く恩わない

Fig. 2. Satisfactions of participants gained by the部 tivity(n=178). 
第2図.活動における満足度 (n=178).

厚木市の園芸ボランティア活動でも，参加者の多くが

健康増進や園芸の知識・技術習得などの個人的な目的

よりも，公閏花壇を管理することで地域の景観向上や，

人間関係の輸の拡大など，社会的な目的を主として活

動に臨んで、いることがわかった。

3，活動における満足度と地域住民の評価
1)活動における満足度

辰井・藤井 (2006)は里山における市民ボランテイ

ア活動について調査し活動を通じて里山の植生変化

に貢献できたことにやりがいを感じ，また参加者同士

の交流が楽しみとなっていたと報告している。

そこで， I花未来事業Jの場合がどうであるかみて
みると， 5段階(強くそう思う~全くそう思わない)

で質問した満足度11項目全てにおいて， I強くそう思
うJと「そう思う」を合わせた回答は5割を超えた。
その中で上位5項目をあげると， I人間関係の輪を広
げることができたJ(97%).1地域(公園)の景観向上・
美化に貢献できたJ'I人々に公園を楽しんでもらえた」

(96%)， I園芸を楽しむことができたJ(92%)， I地域
の連帯感を強めることができたJ(91 %)であった(第

2図)。

この結果より，厚木市の園芸ボランティアらは，辰

井・藤井 (2∞6)の研究と同様に，活動を通じて参加
者同士で交流できたことに加え，地域を草花で彩り景

観向上に貢献できたことに高い満足感を覚えていたと

いえる。

2)参加者の捉えた地域住民の評価

参加者が地域住民の反応をどのように捉えているか

を探るため，活動を始めて地域にどのような変化や反

応がみられたかを複数回答で質問した。その結果，最

も回答の多かった項目は「活動中に声をかけられるよ

うになったJ(52%)で，次いで、「地域(公園)のゴ
ミが減ったJ(44%)， I公園を訪れる人が増えた」
(42%)， I活動が地域の話題にのぼるようになった」
(37%)の順であった(第3図)。

地域の緑道での住民の管理活動について調査した駒

田・渡辺 (2006)は，参加者の半数以上が活動を行う
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活動中に声をかけられるようになった

地域{公園)のゴミが減った

公園を訪れる人が増えた

活動が地域の話題に上るようになった

地域・公園へ関心を持つ人が増えた

植物・環境の話題が出るようになった

特になし園 3

44 

42 

52 

o 20 40 60 80 
割合(%)

Fig. 3. Reactions gained from residents through the activity 
multiple answer (n=178) . 

第3図.活動に対する地域住民の反応複数回答 (n=178).

あまり思わない

どちらともい

えない

3% 

そう思う

48% 

1% 

強くそう思う

48% 

Fig. 4. Degree of participants' will to continue the activity 
(n=178) . 

第4図.活動への継続意欲 (n=178).

うえで地域住民からの声に喜びを感じていたと報告し

ている。また.NPO日本園芸福祉普及協会による地

域の緑化活動についての報告の中でも.J日中(2003)は，
活動の担い手となっている高齢者は自らの手で育てた

植物を地域の人々が見て楽しむ姿に喜びを感じていた

と述べている。そして，高齢者の主観的幸福感に関す

る研究で渋谷・水渓 (2001)は，高齢者は「他人の役

に立っているJという満足感に支えられており，自身
の存在意義を認識できることが結果的に主観的幸福感

や生きがい感を高めていると論じている。

これらのことより，厚木市の園芸ボランテイアらは，

地域においてゴミの減少，公園利用者の増加などの活

動効果のみられたことや，地域の人々の労いの声など，

活動に対し地域住民が評価していることを強く認識し

ていた。そして，駒田・渡辺 (2006).川中 (2003). 

渋谷・水渓 (2001)の指摘にあるように，地域住民に

よる活動の評価が，地域の生活環境改善に貢献できた

という参加者の喜びに関係していると推察される。

4.活動継続に対する意識と継続に必要な条件

アンケート調査で「今後もこの活動を継続したいと

思いますか?jという質問したところ. i強くそう思
うj.iそう思うJと回答した参加者の合計は96%であっ
た。一方.iどちらともいえないj.iあまりそう思わ
ない」と回答した者は極めて少なく. i全くそう思わ
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Fig. 5. Factors to continue the activity for participants 

multiple answer (n=178) . 
第5図.活動の継続に必要な条件:複数回答 (n=178).

ない」と回答した者はいなかった(第4図)。このこ

とから，参加者は活動に対し継続的な参加を望んでい

ることがわかった。

続いて，活動を継続するうえで必要な条件について

検証する。園芸ボランティア活動を継続するために必

要な条件をたずねたところ，最も回答の多かった項目

は「気軽に参加・活動できる形態j(76%)であり，

次いで「参加者同士の交流をもつことができるj

(65%). i市の支援(百・肥料など)j (60%)の順で、あっ
た(第5図)。

公園の雑木林ボランティアについて調査した倉本・

永井 (2002)の研究でも，ボランテイアが活動を継続

できた理由として，活動に参加している他のボラン

テイアとの人間的なつながりや自由に参加できること

が報告されている。また，高齢者が多数を占める本事

業では，行政からの花苗などの園芸資材の支給は，花

苗を種から栽培する労力や花苗を購入する経済的負担

の軽減につながり，活動を継続するうえで重要な条件

のーっと考えられた。

緑地保全に対する市民活動について調査した中島・

古谷 (2004)や栗田・植竹 (1999)の研究では，参加

者自らの高齢という現状から将来的に活動継続が困難

となり，参加市民の不足が指摘されている。 60歳以

上の参加者が70%を超える「花未来事業Jの現状を
考えると，今後，活動を継続するためには次世代の住

民の参加が不可欠であると推察される。

まとめ

本研究では，神奈川県厚木市で行われている園芸ボ

ランテイア活動「花未来事業Jに対する参加者の意識
を調査した。参加者の多くは60歳以上の高齢者であり，

そして子育てを終えた主婦層や定年退職を迎えた人々

であった。彼らは地域の景観向上や交流など，快適な

地域コミュニテイづくりに対し強い意識をもって活動

に臨んでいた。そして活動を通じて新たな人間関係を

築きメンバー同士で、交流で、きたこと，また美しい草花



によって地域の景観向上や美化など地域の生活環境の

改善に貢献できたことに高い満足感を示していた。

また，参加者は活動を開始して公園のゴミの減少や

公園利用者の増加などの活動効果がみられたこと，活

動に対する地域の人々の労いの声や関心，そして評価

の得られたことを実感しており，このことが参加者の

満足感の高まりにも関係していた。

参加者の多くは活動への継続的な参加を希望してお

り，活動を継続していくうえで，気軽に参加・活動で

きるという条件や花苗などの行政からの支援ととも

に，参加者同士の交流や人間関係の良さという質的な

条件も重要であると示された。

このように，事業開始から5年が経過した厚木市に

おける園芸ボランテイア活動が現在，成功をおさめて

いる背景には，参加者の目的が十分に達成されている

こと，また行政からの園芸資材などの支援とともに気

軽に参加できるなどの活動の自由度の大きいこと，そ

してグループ内の人間関係の良好なことがあるとい

える。

摘要

本研究では神奈川県厚木市で行われている園芸ボラ

ンテイア活動「花未来事業Jについて参加者の意識を
調査した。参加した目的や満足感，参加者の捉えた活

動の成果，継続意欲，活動を継続するための条件を探っ

た。参加者は園芸植物を用いて地域の景観を向上させ，

人間関係の輪を拡大することなどを主目的に活動に臨

んでいた。そして実際の活動を通じて新しい人間関係

を築けたこと，草花でまちを彩り，快適な地域環境づ

くりに貢献できたことに満足感を覚えていた。また，

参加者の多くは活動への継続的な参加を希望してお

り，活動を継続するための条件として気軽に参加・活

動できる形態，人間関係の良さ，そして花苗などの行

政支援が挙げられた。
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